








要約 

GS,CRL の発育曲線については,諸家の報告と同様に非常によい相関を示した。腹部周囲長

は妊娠満 35 週の時点で頭部周囲長に追いつき,頭部周囲長と交叉した。頭部周囲長,BPD,

胸部周囲長,腹部周囲長.子宮底長と妊娠週数独立変数として作成した胎児体重予測式にお

いて,相関係数 0.943,誤差範囲±135.4g の結果を得た。 


